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表１ 利用時に保証人を求めるか？

常に求めている
原則として求めているが、身元保証人がいない場合でも個別に相談に応じている
原則として求めていない
全く求めていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在宅（居宅）

入所（施設）

医療（入院）

表２ 身元保証人を見つけられない利用希望者に
対して、どのように対応しているか？

身元保証人が見つかるまで入院・入所を保留している
入院・入所をお断りしている
成年後見制度や日常生活自立支援事業の利用を促している
身元保証会社等の民間サービスを紹介している
費用債務については、保証金を預かるなどの対応をしている
緊急時対応については、身元保証人等以外の連絡先を確保することで対応している
死亡後の対応については、市の福祉部局等と連携している
特段の対応はせず、身元保証人なしでも入院・入所を認めている
その他
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在宅（居宅）
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表３ 保証人がいない場合に起きる課題

身元保証人が高齢で、身元保証人としての役割を担えない
緊急時対応が困難（遠方に住んでいる、連絡がつきにくいなど）
死亡後の手続きが困難（遺体・遺品の引き取りができないなど）
身元保証人との関係性が希薄・疎遠
連絡しても対応してもらえない
意思決定（医療同意など）への協力を得られない
経済的な問題（支払いが滞っているなど）
身元保証人も経済的に困窮しており、金銭債務の保証が難しい
本人と身元保証人の間で、サービスや医療方針について意見が対立する
その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在宅（居宅）

入所（施設）

医療（入院）

表４ 施設等が希望する支援

公的（低額）な身元保証制度
信頼できる民間身元保証サービスの紹介・連携
身寄りのない人への支援体制の構築
成年後見制度の普及啓発や利用促進
本人の意思決定支援の理念の浸透や理解のための研修
その他
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

1.障害福祉サービス等の提供に関わる意思決定
支援ガイドライン

2.認知症の人の日常生活・社会生活における意
思決定支援ガイドライン

3.人生の最終段階における医療・ケアの決定プ
ロセスに関するガイドライン

4.身寄りがない人への入院及び医療に係る意思
決定が困難な人への支援に関するガイドライン

5.意思決定支援を踏まえた成年後見人等の事務
に関するガイドライン

表５ 国等が作成したガイドラインを参考にしていますか？

している していない
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医療施設及び高齢者施設等における身元保証に関するアンケート 調査 

【 ご協力のお願い】  

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より介護・福祉行政の推進について

格段のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、市では医療機関や福祉施設等へ入院・入所される際の身元保証の現状と課題に

ついて、実態を把握するためのアンケート調査を実施することとなりました。近年、高齢化や核

家族化の進行により、身寄りのない方や身元保証人を見つけられない方が増えており、入院・

入所を希望する方 、々そして受け入れる施設の双方にとって大きな課題となっています。 

 

本調査は、貴施設における身元保証に関する取り組みや、現場でのご苦労、課題等を具体

的に把握し、今後のより良い支援体制や制度のあり方を検討するための貴重な資料とさせて

いただきたく、お願いする次第でございます。 

 

ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨にご理解・ご賛同いただき、ご協力

賜りますようお願い申し上げます。 

 

なお、本アンケートでご回答いただいた内容は統計的に処理し、個別の施設が特定されるこ

とはございません。ご協力いただいた個人・団体の情報は厳重に管理し、本調査の目的以外に

は一切使用いたしません。 

 

記 

 

 アンケートの目的： 医療機関や福祉施設における身元保証の現状と課題の把握 

 対象： 相談員等施設の入院・入所等の業務に携わる方 

 ご回答期限： 令和７ 年１ ０ 月３ １ 日（ 金曜日）  

 回答方法： 同封の返信用封筒にてご返送いただくか、下記 URL またはQR コードを読

取りご回答ください。 

 

 アンケート URL/QR コード 

 

https://apply.e-tumo.jp/city-mitoyo-kagawa-u/of f er/of f erList_ deta il?tempSeq= 10300 

 

 

調査主体： 三豊市健康福祉部介護保険課 地域包括支援センター 

身元保証 
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https://apply.e-tumo.jp/city-mitoyo-kagawa-u/offer/offerList_detail?tempSeq=10300


本調査における「 身元保証」 と は 

 

Q1 . 貴施設の種類をお選びく ださ い。  

  医療機関 

  介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

  介護老人保健施設 

  介護医療院  

  居宅介護支援事業所 

  グループホーム（介護保険） 

  障害福祉サービス事業所 

  障害者支援施設 

  特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など） 

  その他（具体的にご記入ください：                                   ） 

 

Q2 . ご回答者の職種を教えてく ださ い。（ 医師・ 看護師・ 社会福祉士・ 介護支援専門員等）  

    【                                  】 

Q3 . 身元保証人の有無について、 最も 近いも のをお選びく ださ い。  

  常に求めている 

  原則として求めているが、身元保証人がいない場合でも個別に相談に応じている 

  原則として求めていない 

  全く求めていない 

 

Q4 . 身元保証人に求める役割について、 当てはまるも のをすべてお選びく ださ い。

（ 複数回答可）  

  金銭債務の保証（利用料、医療費、退去時の原状回復費用など） 

  緊急時の対応（体調急変時の連絡先、病院への駆けつけなど） 

  医療同意への支援（手術や治療方針に関する意思決定への関与） 

経済的な保証 

利用者の施設利用料や医療費などが支払われなかった場合に、代わりに支払う責任を

負うこと。 

非経済的な支援 

・緊急時（急な体調変化など）の連絡先となり、施設からの呼び出しに対応すること。 

・医療行為の同意や治療方針に関する話し合いに参加すること。 

・本人が亡くなった際に、遺体や遺品の引き取りを行うこと。 
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  入院や入所の契約手続き（本人確認や契約期間、規約説明、書類作成など） 

  生活上の支援（日用品の購入など） 

  死亡後の手続き（遺体・遺品の引き取り、葬儀手配など） 

  その他（具体的にご記入ください：                                       ） 

 

Q5 . 身元保証人を見つけら れない利用希望者に対して、 貴施設ではどのよう に対応し

ていますか？（ 複数回答可）  

  身元保証人が見つかるまで入院・入所を保留している 

  入院・入所をお断りしている 

  成年後見制度や日常生活自立支援事業の利用を促している 

  身元保証会社等の民間サービスを紹介している 

  費用債務については、保証金を預かるなどの対応をしている 

  緊急時対応については、身元保証人等以外の連絡先を確保することで対応している 

  死亡後の対応については、市の福祉部局等と連携している 

  特段の対応はせず、身元保証人なしでも入院・入所を認めている 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

 

Q6 . 身元保証人がいる場合でも 課題が生じるこ と があり ますか？ 

  はい、頻繁にあります 

  はい、時 あ々ります 

  いいえ、ほとんどありません 

  いいえ、全くありません 

 

Q7 . Q6 で「 はい」 と お答えになった方にお伺いします。 どのよう な課題が生じていま

すか？当てはまるも のをすべてお選びく ださ い。（ 複数回答可）  

  身元保証人が高齢で、身元保証人としての役割を担えない 

  緊急時対応が困難（遠方に住んでいる、連絡がつきにくいなど） 

  死亡後の手続きが困難（遺体・遺品の引き取りができないなど） 

  身元保証人との関係性が希薄・疎遠 

  連絡しても対応してもらえない 

  意思決定（医療同意など）への協力を得られない 

  経済的な問題（支払いが滞っているなど） 

  身元保証人も経済的に困窮しており、金銭債務の保証が難しい 

  本人と身元保証人の間で、サービスや医療方針について意見が対立する 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 
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Q8 . 身元保証に関する課題を解決するために、 今後どのよう な支援が必要だと お考え

ですか？（ 複数回答可）  

  公的（低額）な身元保証制度 

  信頼できる民間身元保証サービスの紹介・連携 

  身寄りのない人への支援体制の構築 

  成年後見制度の普及啓発や利用促進 

  本人の意思決定支援の理念の浸透や理解のための研修 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

 

Q9 . 身元保証人がいない利用希望者を受け入れている場合、 どのよう な対応をと って

いますか？当てはまるも のをすべてお選びく ださ い。（ 複数回答可）  

金銭的な対応：  

  成年後見制度の利用や相談を促している 

  日常生活自立支援事業などのサービスを紹介・連携している 

  入院・入所時に保証金を預かることで、未払いリスクに備えている 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

医療・ 生活上の対応：  

  身元保証人がいない場合の対応マニュアルを貴施設独自で作成し対応している 

  行政機関と連携し、または、地域包括支援センターや福祉事務所（福祉課）と連携し、

緊急時や死亡後の対応体制を構築している 

  事前に医療行為に関する意思確認について本人や医師と話し合い、定期的に見直しを

している 

  施設職員が緊急連絡先となり、利用者や医療機関との連携を強化している 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

民間サービスと の連携：  

  民間の身元保証サービスや債権回収専門家（弁護士、司法書士など）の利用を促して

いる 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

 

Q1 0 . 身元保証に関連し、ご自身の業務範囲外だと 感じながら も 、やむを得ず対応を行

った経験はあり ますか？ 

  はい、頻繁にあります 

  はい、時 あ々ります 

  いいえ、ほとんどありません 

  いいえ、全くありません 
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Q1 1 . Q1 0 で「 はい」 と お答えになった方にお伺いします。 どのよう な対応を行った

こ と があり ますか？当てはまるも のをすべてお選びく ださ い。（ 複数回答可）  

金銭管理：  

  本人の代わりに、入所費用や医療費などの支払い手続きを行った 

  本人の代わりに、銀行や郵便局で現金の引き出しや手続きを行った 

  本人の代わりに、書類や預貯金の管理を行った 

  その他（具体的にご記入ください：                                        ） 

手続き代行：  

  本人の代わりに、行政（市役所など）の各種手続きを行った 

  本人の代わりに、退院・退所時の手続きや居室の片付け、不用品の処分を行った 

  身元保証人や親族等に代わり、死亡後の葬儀や遺品整理の手続きを行った 

  その他（具体的にご記入ください：                                       ） 

医療に関する対応：  

  本人の緊急時に、身元保証人に代わり病院へ駆けつけ、付き添いや手続きを行った 

  本人の意思確認が困難な際に、医療機関から最終的な判断を求められ対応した 

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

その他の対応：  

  その他（具体的にご記入ください：                                      ） 

 

Q1 2 . 貴施設において、今後どのよう な体制やサービスを整えるこ と で、身元保証人が

いない方の支援が可能になると お考えですか？（ 複数回答可）  

 

  本人の意向や意思を尊重し、自立支援や意思決定支援を行い、医療・福祉の専門職な

ど多職種が連携して対応内容や理由を詳細に記録し、必要に応じて関係機関と情報

共有を行う 

  信頼できる民間の身元保証サービスや入院・入所セットレンタル（衣類・タオルなど）サ

ービスと連携し、利用者に紹介する 

  独自の身元保証サービス・買い物代行サービスなどを法人が立ち上げサービスとして

提供する 

  その他（具体的にご記入ください                                       ） 

 

Q1 3 . 貴施設では、身元保証に関する対応において、国等が作成したマニュアルやガイ

ド ラ インを参考にしていますか？当てはまるも のをすべてお選びく ださ い。（ 複数回答可） 

  障害福祉サービス等の提供に関わる意思決定支援ガイドライン 

  認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン 

  人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン 
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  身寄りがない人への入院及び医療に係る意思決定が困難な人への支援に関するガイ

ドライン 

  意思決定支援を踏まえた成年後見人等の事務に関するガイドライン 

 

Q1 4 . 貴施設における身元保証に関する取り 組みや、 ご意見、 課題等について、 自由

にご記入く ださ い。（ 自由記述）  

 

 

 

 

 

 

 

以上になり ます。  

 

ご協力あり がと う ございました。  
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